
資料№　２　
　　　　　　茨城県龍ケ崎市

　　　　　　平成28年 6月　定例記者会見資料【事業・施策情報】　

～ 気象庁モデル事業派遣気象予報士および平成28年熊本地震の被災地支援保健師を講師として～

　市立城西中学校の全校生徒対象に｢防災の授業｣を実施（6/24）

１ 目　的

　気象災害の解説などについて，中学生への学習機会の提供するとともに，平成

28年熊本地震の避難所における支援活動から得られた教訓事項などを伝えるな

ど，防災教育の一環としての授業を実施します。

２ 実施日時

　 会　　場

　平成28年 6月 24日（金）　開場予定：午後1時15分から

　（授業開始予定時刻）午後1時50分　（授業終了予定時刻）午後2時40分

　　龍ケ崎市立城西中学校 体育館

　（龍ケ崎市川原代町710　電話:0297-66-4157）

３ 内　容

　本市は，平成28年度気象庁モデル事業実施自治体に選定され，この6月～9月

の約4か月間，同庁から委託を受けた民間気象予報会社から，気象予報士の派遣

を受けておりますが,その平常時の事業活動の一環として，中学生を対象に気象

災害の解説を行っていただきます。

　また併せて，平成28年熊本地震の避難所において，亜急性期における被災者

の健康管理や保健衛生活動に従事した本市健康増進課保健師の経験談や教訓事項

を伝えます。

　以上これら２つの講話で構成した｢防災の授業｣を実施します。

　なお同様の授業は，他の中学校5校でも実施することにて計画しています

【講師】気象庁モデル事業 龍ケ崎市防災気象解説担当　

　　　　　酒井　重典（さかい　しげのり）　気象予報士

　　（内容）気象災害への備えとしての天気予報の見方などについて　

　　　　　　※25分間予定

【講師】龍ケ崎市健康増進課  唯根　敦美（ゆいね　あつみ）保健師

　　（内容）平成28年熊本地震の避難所において被災者の健康管理や

　　　　　　保健衛生活動

　　　　　　に従事した経験談や教訓事項について　※15分間予定

　

　授業開始前に，学校長の話があります。

　また授業終了前に，生徒からの質問タイム及び生徒代表お礼の言葉があります

４ 出席対象者

　・市立城西中学校全校生徒（高田利信 校長 356人）と，その保護者

　・同校評議員(5人)

　・馴柴小学校長(海老原和夫 校長)・川原代小学校長（木野内茂樹 校長）

　・馴柴地区自主防災組織等の長（28組織）

　・同地区在住の防災士（31人）

５　その他
　報道関係者駐車場は，学校敷地内を予定しています。

　 ※当日正門付近の係員にお問合せください。

６　担当課

　龍ケ崎市　危機管理室　危機管理政策グループ

　　担当者：　橘原（きつはら），鎌田（かまた）

　　連絡先：　電話（代表）0297-64-1111　（内線）352

―　人が元気　まちも元気　自慢したくなるふるさと　龍ケ崎　―


